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九十九島動植物園 森きららでのインターン
シップに参加して
Participated in internship at Kujukushima Zoo & Botanical Garden 
Mori Kirara.
                                                                                                              北川 祐紀
Yuki, Kitagawa
　平成 29 年 8 月 21 日から 23 日の 3 日間、先生からの紹介で西海国立公園　
九十九島動植物園　森きららでのインターンシップに参加致しました。短い期
間で忙しい日程ではありましたが、様々な動物の飼育や展示方法を知ることが
できました。日程の初日はペンギン、リスザル、アミメニシキヘビを担当の方
と行動させて頂きました。
　ペンギンのエリアでは、掃除をしました。床に敷いてあるマットを、ホース
を使って洗いました。糞や羽がたくさん付いており、きれいに全て洗い流すの
は大変で、途中、ペンギンに何度かつつかれました。「ペンギンにはそれぞれ縄
張りがあり、自分の縄張りを荒らされていると感じるとつつく」と教えて頂き、
以降はあまりつつかれないよう縄張りを意識しながら掃除をしました。また、
換羽期だったため、ほとんどのペンギンがプールで泳ぐことができない状態で
した。ペンギンは古い羽だと水を吸って体が重くなってしまい泳ぎづらくなっ
てしまうため完全に生え換わるまで水に入らず、陸で生活するとのこと。その
ため、換羽の時期は餌を採ることができないので餌を事前にたくさん食べてお
くということも知りました。
リスザルのエリアでは、掃除と餌の準備、餌やりを行いました。餌は、ボス、
母ザル、子ザルの順に何度かあげてから餌入れに入れます。このときは母ザル
が三匹妊娠していてタンパク質をたくさん摂ってほしいということで、ゆで卵
もあげていました。また、「それぞれ好みが違うから飼育員になったときは名前
とそういうのも早く覚えてあげるといいよ」と言われました。ヘビは危険性が
あるということで外から見るにとどまりました。
　初日から最終日まで飼育だけでなく動物園で働くこととは何かを考える様々
なきっかけがありました。この日は「< この動物園に入って何をしたいのか >、
< どうしてこの動物園がいいのか >、< 動物園で働きたい理由 >、この三つが面
接時に面接官が聞きたいことだからちゃんと答えられるように考えておくべき」
と、就活に関わるアドバイスも頂きました。
　2 日目はキリン担当の方と行動し、さらにキリンのみならずライオン・チー
タ ・ーマントヒヒ・ツキノワグマの出入舎、モルモットとのふれあい体験コーナー
の仕事を体験しました。
キリンのエリアでは、キリン舎の掃除と餌の準備を行いましたが、キリン舎
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の床は砂になっており、糞が砂の中に入り込んでいて片付けるのが大変でした。
確認してもらう際、砂の中に糞がまだ残っていたため担当の方に迷惑をかけて
しまいましたが、担当の方は「時間をかけて丁寧に行うには構わないが、困る
のは、早く雑にされること」と言って頂き、恐縮してしまいました。
出入舎では、キリン担当の方、大学の先輩でこの動物園で働いている米田美
里さんと一緒に行動しました。動物の出舎前に外から餌をまいておくことで、
出舎した動物が餌を探して動きまわり、餌を探すことを楽しんでくれるそうで
す。出入舎時は動物がきちんと外へ出たか、中へ入ったかの確認、さらに鍵が
きちんとかかっているか何度もしっかり確認をしていました。この作業が動物
の脱走を防ぐために重要だと言われました。
　森きららではライオンを午前、チーターを午後と分けて同じ場所で展示して
いるため、入れ替えを行なう前に必ず展示場のライオンの糞を片付けなければ
なりません。もしきちんと片付けていなければ、後から入るチーターが、ライ
オンのにおいがするということでストレスを感じてしまうそうです。
　ふれあい体験コーナーでは、担当の方を見て何度か練習してから、実際に私
自身もお客様の対応をしました。練習のとき「子ども相手のときは言葉をもう
少しくずしていい」とアドバイスを受けました。
この日は最後に米田さんから、「日頃から動物の正常な様子をよく観察する」、
「自分の得意なことを見つけて、のばす」、「ワークショップに参加する」など学
生のうちにしておいたほうがいいことを教えて頂きました。
また、担当の方からは「道具の使い方とかも見られるから、正しい使い方を
できるようになっておくこと」「まだ園全体を把握できてないだろうから、園内
ガイドを常に持っていて、お客様からトイレの場所とか聞かれても答えられる
ようにしておくこと」「園内ガイドに書かれていないイベントやイベントの時間
も把握しておくこと」「飼育員になりたいなら絶対に知っておかなきゃいけない
単語とか勉強しておくこと」と言われました。この日は自分の知識不足を改め
て痛感しました。
　３日目はフライングケージ内の鳥類、ツシマヤマネコ担当の方と行動しまし
た。ツシマヤマネコは、実習生は関われないため中に入ることはできませんで
したが、餌となるカンガルーの肉を切らせていただきました。筋を取り除きな
がら適度な大きさに切るのは難しく、全て切り終わるのにとても時間がかかっ
てしまいました。フライングケージ内では、ケージ内全体を掃いたり、池の水
を抜いて池の中や周りの糞の付いた岩をブラシを使って掃除したりしました。
糞をきれいに落とすのは大変でしたが、範囲の半分はきれいにできました。
　最後に、担当の方に「重いものを一人で持たないといけないことが多いから
力をつけておく」、「JAZA が出している本で勉強する」、「海外の動物園は動物の
習性にあわせた展示がしてあり迫力がある、勉強にもなるから学生のうちに日
本だけでなく、できれば海外の動物園も見ておいた方がいい」、「学生の時間が
あるうちにたくさんの動物園を見て回るといい」等のアドバイスを頂きました。
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また、2・3 日目は秋の特別展『エコロ ZOO ～いきものたちの知恵袋～』の
展示物の作成も手伝いました。2 日目は野生のクマの巣穴を再現した展示物の
作成でした。土台に新聞を貼り、その上に小枝や落ち葉、数個の発泡スチロー
ルを貼り付け、スプレーで着色して巣穴を再現しました。「これは地面の下にあ
るように見せたい」とのことだったので、どのようにしたら本物のように見え
るかを、担当の方と一緒に考えながら着色しました。地面の下にあるイメージ
とのことだったので、茶色や黒を使って仕上げました。
3 日目は水槽を使った展示物の作成でした。「水槽の中に岩場を模した発泡ス
チロールを入れ、その中に生き物を入れて展示する」というものでした。発泡
スチロールにモルタルと砂、水を混ぜたものをくっつける作業をさせていただ
きました。「あまり厚くならないように」「くぼみを全部埋めてしまわないよう
に」などアドバイスを受けながらくっつけました。発泡スチロールにうまくくっ
つかず取れてしまうこともありましたが、自分が担当させていただいた部分は
きれいに仕上げることができました。また、「（モルタルと砂と水を混ぜたものは）
こういう展示物を作る際によく使うから、覚えておくといい」と教えて頂きま
した。
いろいろな担当の方につき動物園飼育員の仕事をたくさん見たり、体験した
り、何と言っても自分に足りない視点を改めて知ることができたインターンシッ
プになりました。
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